
電納ヘルパー+ (国交省設計版 With 測量AP連動) Ver.5.60アップデート機能一覧

分類 機能 改良内容

システム 共通 Windows 7(32ビット)に対応しました。

システム DTDマスタ設定
DTDバージョン毎に、「この基準（案）を使用する」オプションにより、「要領（案）・基準（案）の
選択」画面への表示を制限できる機能を追加しました。
※この効果は納品媒体読込時に表示される「要領・基準の競合」画面にも適用されます。

システム
開く

中間ファイル取込

電納ヘルパー+ Ver.4.で作成された中間ファイル（.tosファイル）の読み込みに対応しました。
※測量成果情報を含む場合、「測量細分類」、「測量成果名称」の項目については、読み込み
後に再設定が必要です。

システム XML入力
ファイル一覧画面で、指定したファイルを指定数分上下に移動可能とする機能を追加しまし
た。

システム XML入力
「測量区域情報」、「測量細区分情報」、「測量成果種類」の仮想ファイルを一度に複数登録す
る機能を追加しました。

システム データチェック
「禁則文字を調整する」オプションにより、禁則文字を置換する機能を追加しました。
※置換対応表についてはヘルプ「データチェック」を参照して下さい。

システム イメージ作成
「イメージ作成場所」画面の作成先フォルダの指定において、フォルダ参照機能を追加しまし
た。

システム テクリス読み込み 新テクリスデータの読み込みに対応しました。

業務管理 対応基準

『地方整備局(港湾空港関係)の事業における電子納品運用ガイドライン(案)【資料編】平成20
年7月』 に対応しました。
※「要領（案）・基準（案）の選択」画面に表示するためには「DTDマスタ」設定の「INDEX_D」管
理ファイルにおいて「4.0h」を選択し、「この基準（案）を使用する」のチェックをONにする必要
があります。

図面管理
（DRAWING)

ファイル登録
XML入力

図面ファイル内のレイヤ名称を検索して、「新規レイヤ」項目に自動的に登録する機能を追加
しました。
※CAD製図基準適合チェックが利用不可の場合、図面ファイル内の全てのレイヤを「新規レ
イヤ」項目に登録しますので、選択した工種で定義されているレイヤを手動で削除して下さ
い。

図面管理
（DRAWING)

ファイル登録

図面ファイル内のSXF表題欄情報から「尺度」、「受注会社名」、「図面種別」、「図面番号」を
自動的に取得して、XMLの「縮尺」、「作成者名」、「図面種類」、「図面番号」に設定する機能
を追加しました。
※『平成20年5月 CAD製図基準（案）』の基準を選択している場合のみ有効です。

図面管理
（DRAWING)

XML入力 「追加対象工種－数値」の値を直接編集できる機能を追加しました。

測量成果管理
（SURVEY)

XML入力
 「河川定期縦横断データ作成ガイドライン」に準拠した測量成果の命名規則に対応しました。
（正誤表に対応しました。）

納品媒体
ビューア

詳細一覧
「納品媒体ビューア」の『写真』での一覧表示において、写真情報（Exif情報）を表示する機能
を追加しました。
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